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観測業務 （気象レーダー・アメダス）

集中豪雨等の国民の生命財産に重大な被害をもたらす気象を把握するため、地域気象観測シス
テム（アメダス）や気象レーダー等による気象観測を行い、適時・的確な警報・注意報の発表を行
い、防災情報を一元的に、かつ、国民にわかりやすい形で提供し、気象災害を防止・軽減する。ま
た、観測データの統計資料を成果として発表することにより、産業の興隆等にも寄与する。

近年、局地化・激甚化する災害に対して、住民の迅速かつ適時的確な避難行動を支援するためには、現状のアメダスや気象
レーダー観測による水蒸気・集中豪雨等の実況監視能力は十分ではなく、引き続きこれら観測機器の更新・強化が必要不可欠。
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「観測業務」の範囲
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アメダス観測
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雨量計 温度・湿度計

風向風速計

積雪計

地域気象観測所

地上気象観測網
（1209か所）

気象官署(東京 北の丸露場）

■ 気象官署（特別地域気象観測所を含む） 153か所
○ 四要素観測所（降⽔量・気温・⾵・湿度） 687か所

（湿度計の整備が完了した場所は670箇所）
○ ⾬量観測所 369か所

地方気象台などの気象官署を含めたアメダス観測網において、気温、湿度、風向風速、降水量、積雪等の
観測を実施。気象官署においては、さらに気圧、湿度や、天気等の観測も実施。

（令和7年11月25日現在）

【湿度計の追加（687地点）】
令和７年度末までに完了予定

※⽗島・南⿃島の気象観測は「⼩笠原気象観測業務」で実施

・気象官署による観測は明治5年に開始しており、
150年以上の歴史を持つ。

・現在のアメダス観測網は昭和49年に観測を開始し
ており、令和6年で50年が経過した。



レーダー観測
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：気象ドップラーレーダー

：二重偏波気象ドップラーレーダー

■三次元的な観測
複数仰⾓による観測で、⾬域を⽴
体的に観測

■ドップラー機能
⾵向・⾵速（レーダーに近づく向き・
遠ざかる向き）を観測

⾬の強さ⾵向・⾵速

気象レーダー観測（20か所）
5分毎に観測を実施

全国合成レーダー
エコー強度

令和７年１１月１日現在

全国20か所に設置した気象レーダーにより、激しい雨や大雪をもたらす積乱雲を監視している。

気象レーダーによる観測は、
昭和29年に開始され、昭和46
年に20か所のレーダー観測
ネットワークが完成。

レーダーの二重偏波化
全20地点中、令和７年度までに
15地点完了

■二重偏波気象レーダーの効果
より正確な⾬量の観測や、⾬・あられなどの降⽔粒⼦の特
徴・種類を識別でき、積乱雲の発達過程が把握可能に

降⽔粒⼦
（⾬・雪・
雹・あられ）



【観測業務】
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気象レーダー観測
通報回数＋アメダス
観測通報回数

R5補正後予算：
1,499百万円

R6当初予算：
738百万円

【長期】
大雨警報等のための雨量予測精度を向上

気象災害の
防止・軽減

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム インパクト

気象レーダーを用
いた降水の強さ等
を観測、アメダス
等において、自動
常時観測を行い、
観測データを即時
的に収集・公表

R6行政事業レビュー公開プロセス時のロジックモデル

レーダーの二重偏
波化

アメダスの湿度計
の整備

二重偏波気象レー
ダー地点数

アメダス湿度計設置
数

【長期】
線状降水帯予測に関する情報の改善

現状把握

安定的な観測通報については、ほぼ100％を達成しているところ。
気象災害による被害の防止・軽減に資する雨量予測精度の向上については、ここ数年大きな向上はな
いが、新しい観測データによる改善等を見込んでいるところ。



【観測業務】
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気象レーダー観測
通報回数＋アメダス
観測通報回数

R6補正後予算：
1,914百万円

R7当初予算：
735百万円

【中期】

大雨警報等
のための雨
量予測精度を
向上

気象災害の
防止・軽減

インプット アクティビティ アウトプット
アウトカム

インパクト

気象レーダーを用
いた降水の強さ等
を観測、アメダス
等において、自動
常時観測を行い、
観測データを即時
的に収集・公表

レーダーの二重偏
波化

アメダスの湿度計
の整備

二重偏波気象レー
ダー地点数

アメダス湿度計設置
数

【短期】

線状降水帯
予測精度の
改善

短期 中期 長期

【中期】

線状降水帯
予測に関す
る情報の改
善

【長期】

防災気象情報
に関する有効
度を高める

・国民の安心・安全な暮らしにつながる、大変重要な事業だと考える。HPの閲覧回数などの量的な評価もあるが、質的な評価についてもぜ
ひ評価として提示いただきたい。使われている方々の評価などを定期的に行うなど、求められている情報が適切に発信できていることを明
確に示したほうがよいと考える。
・アウトカムは少なくとも２段階で設定したほうがよい。雨量予測精度については、機器の更新や改善等を行ったエリアでの精度と全国レベ
ルでの精度に分ける、線状降水帯予測に関する情報の改善については、情報の改善状況とその後の国民の行動に分ける、といった対応が
必要ではないか。

有識者コメント

R6行政事業レビュー公開プロセスでの指摘を踏まえてロジックモデルを修正



施策対象の現状を示すデータ
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目標R6R5R４R３R２R１アウトプット

179,856179,629
(99.9％)

179,667
(99.9％)

179,575
(99.8％)

179,633
(99.9％)

179,381
(99.7％)

179,575
(99.8％)

気象レーダー＋アメダス
観測通報回数

R11
20141410861⼆重偏波気象

レーダー地点数

R8
68753843336515754-アメダス湿度計

設置地点数

目標R6R5R４R３R２R１アウトカム

R9
0.550.520.500.480.510.500.52

⼤⾬警報等のための
⾬量予測精度を向上
（予測と実測の⽐）

R8
54321--線状降⽔帯予測に関する

情報の改善（件、累計）

カッコ内の比率は、アウトプットとして定めている要素ではなく、参考までに表示。




